




































































二コリント書 3章 6節）。」（前掲書、 頁）．
5  この研究は、宗教改革 500年記念の年に寄稿した研究ノート、「『神の声』としての聖書 教父の聖
書解釈への一試論」（『理想 No.701』、2018年、17－ 27頁）にはじまる。この研究ノートではニュッ
サのグレゴリオスについて「神の声」の主格と与格のみが考察対象となったが、さらにこれをすべて
の格において調べて 2019年 7月 24日に「神学研究会」において口頭発表し、その後新たな着想を加
え、条件を変えて用例の再検索を通して研究を深め、2020年日本基督教学会近畿支部会において口
頭発表したものに、カルプの研究を加えるなど手を入れて原稿化したものとなる。































































































　今回は二語の組み合わせなので、検索条件として proximity を選択し、 と  






















































ては資料番号 44番の出エジプト記 20章 21節「民は遠く離れて立ち、モーセだけが














　「神の声」が「語る」（ ）、「述べる」（ ）、「答える」（ ）、「証
する」（ ）、「約束する」（ ）、「教える」（ ）、「与える」




















































































The usage and meaning of  
DOI  Kenji
　　In this treatise I examine all passages in which Gregry of Nyssa uses the concept of 







 is experienced as an active power when it is read in the 
church.
